
S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
飢
餓
の
撲
滅
な
ど
を
目
指
す
目
標
２
と
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
と
人
間
ら
し
い
雇
用
を
促
進
す
る
目
標
８
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
２
は
東
京
農
業
大
学
、
目
標
８
は
同
志
社
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
21
世
紀
に
入
り
、
各
国
・
地
域
の
１
人

あ
た
り
の
経
済
成
長
率
は
、
多
少
の
差
は

あ
り
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
上
昇
傾
向
で

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
以
降
、
景
気
が
急
速
に
冷
え

込
み
、
2
0
2
0
年
の
世
界
経
済
の
成
長

率
は
、
マ
イ
ナ
ス
4
・
4
%
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
５
）。
特
に
、
ア

フ
リ
カ
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
の
経
済
成
長

率
の
数
字
か
ら
は
、
深
刻
な
経
済
危
機
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
ア
フ
リ
カ
で
は
、
以
前

か
ら
若
者
の
高
い
失
業
率
、
児
童
労
働
、

教
育
や
職
業
訓
練
の
不
足
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
農

業
生
産
性
の
低
さ
か
ら
、
都
市
部
に
は
農

村
か
ら
人
が
流
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
感

染
拡
大
の
影
響
で
職
を
失
う
人
が
増
え
、

自
殺
率
が
増
加
。
都
市
部
か
ら
農
村
に
戻

る
人
も
多
く
、
農
業
従
事
者
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
農
産
物
の
価
格
が
下
が
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
世
界
的
な
不
況
に

世
界
の
状
況

解　説

　
世
界
で
は
９
人
に
１
人
、
約
８
億
人

も
の
人
々
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
ま
す

（
＊
１
）。
先
進
国
で
は
食
品
ロ
ス
が
問
題

で
す
が
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で

は
食
料
不
足
が
深
刻
で
、
世
界
全
体
で

は
、
足
り
て
い
る
食
料
の
分
配
に
課
題
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。
人
口
増
加
に
よ
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
の
食
料
需
要
は
10
年
ご

と
に
14
％
ず
つ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
一
方
、
農
業
生
産
量
は
気
候
変
動
の

影
響
で
、
10
年
ご
と
に
２
％
ず
つ
減
少
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
（
＊
２
）、
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
目
標
２
に
は
、
栄
養
障
害
の
問
題
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
欠
乏
や
栄
養
の
過

剰
摂
取
に
よ
り
、
世
界
の
人
口
の
３
分
の

１
が
栄
養
障
害
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
の
１
つ
に
、
食
事
の
単
純
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
摂
取
す
る

食
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
量
の
半
分
は
、

米
・
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
３
大
穀
物

に
依
存
し
て
お
り
、
脂
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム

目
標
２ 

飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、
食
料
安
全
保
障
及
び
栄
養

改
善
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る

目
標
８ 

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
済
成
長
及
び
す
べ
て
の

人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用
と
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
雇
用（
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・ワ
ー
ク
（
＊
４
））を
促
進
す
る

人
口
増
加
の
中
、
食
料
分
配
や

栄
養
障
害
の
対
策
が
急
務

世
界
の
状
況

解　説

＊１　国際連合「世界の食料安全保障と栄養の現状」（2019 年 7 月）。＊２　IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）　＊３　生物多様性の保全を目的として、植物の種子
や動物の精子・卵子、微生物など、様々な遺伝資源を収集し、保存する仕組みや施設。　＊４　decent work。ILO( 国際労働機関 ) が 21 世紀の目標として、2009 年の ILO
総会で提唱し、支持された考え方。　
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状
況
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

甚
大
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
途
上
国
に
対

し
て
、
比
較
的
感
染
の
影
響
が
少
な
い
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
先
進
国
が
積
極
的

な
国
際
協
力
を
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
今
後
の
経
済
成
長
を
考
え
る
際
に
は
、

持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

E
U 

の
よ
う
に
先
進
国
の
中
に
は
、
社
会

や
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

開
発
を
目
指
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
た

地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
を
含
め
、
多

く
の
国
や
地
域
で
は
、
経
済
と
社
会
や
環

境
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
開
発
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
先
進
国
の
中
で
経
済
成
長
率

が
低
い
方
に
属
し
ま
す
が
、
失
業
率
の
低

さ
は
世
界
で
も
群
を
抜
い
て
お
り
、
安
定

的
な
雇
用
の
維
持
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の

賃
金
や
待
遇
の
格
差
、
長
時
間
労
働
な
ど

は
大
き
な
課
題
で
す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
男
女
間
の
雇
用
の
格
差
が
顕

著
化
し
て
い
ま
す
。
20
年
４
月
以
降
、
仕

事
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
人
は
男
性

が
18
％
、
女
性
が
26
％
で
、
女
性
は
男
性

の
1
・
4
倍
に
上
っ
て
い
ま
す
（
＊
６
）。

中
で
も
非
正
規
雇
用
の
女
性
が
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
自
殺
率
が
高
い
こ
と
も

課
題
で
す
。働
き
づ
ら
さ
の
影
響
か
ら
か
、

15
～
39
歳
の
各
年
代
の
死
因
の
第
１
位
は

「
自
殺
」
で
あ
り
、
先
進
７
か
国
と
比
較

し
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
＊ 

７
）。

　
正
規
・
非
正
規
雇
用
の
待
遇
差
の
改
善

や
、
結
婚
・
出
産
後
の
女
性
の
就
業
継
続

の
支
援
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、
誰
も
が

働
き
が
い
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る

制
度
・
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
し
ょ
う
。

同
志
社
大
学

政
策
学
部
　

教
授岡本

由
美
子

お
か
も
と
・
ゆ
み
こ

専
門
分
野
は
、
国
際
経
済
、
国
際
開
発
。
神
戸
大

学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
助
教
授
、ア
メ
リ
カ
・

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
大
学
院
国
際
経
済
金
融
研
究

科
客
員
助
教
授
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発

研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
現
職
。

解説者
誰
も
が
働
き
が
い
の
あ
る

社
会
の
仕
組
み
の
構
築
が
必
要

日
本
の
状
況

な
ど
が
不
足
し
て
い
ま
す
。途
上
国
で
は
、

栄
養
不
良
に
よ
る
発
育
阻
害
と
い
っ
た
問

題
の
ほ
か
、
先
進
国
の
よ
う
に
、
一
部
の

栄
養
素
の
過
剰
摂
取
に
よ
る
糖
尿
病
な
ど

の
病
気
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
国
際
機

関
が
中
心
と
な
り
、
干
ば
つ
や
高
温
障

害
に
強
い
品
種
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
農

作
物
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
栄
養
障
害
の
解
決
に
は
、
農

作
物
を
多
様
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的

な
食
料
供
給
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
そ

の
消
費
を
通
じ
て
栄
養
価
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
は
飢
餓
か
ら
遠
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
た
だ
、目
標
２
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、

農
業
生
産
能
力
向
上
の
た
め
の
技
術
開
発

や
植
物
・
家
畜
の
ジ
ー
ン
・
バ
ン
ク
（
＊

３
）
へ
の
投
資
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
側
面
か
ら
の
国

際
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
能

力
の
高
い
新
た
な
品
種
開
発
を
進
め
る
た

め
に
は
、多
様
な
遺
伝
資
源
が
不
可
欠
で
、

そ
の
持
続
的
利
用
に
は
、
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
促
進
も
重
要
な
目

標
の
１
つ
で
す
。
農
作
物
の
栽
培
に
過
剰

に
化
学
肥
料
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
川
や

海
に
流
出
す
る
と
水
質
汚
染
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た

農
業
の
推
進
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
や
生
産
者
が
協
力
し
、
食
の

多
様
化
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

が
日
本
人
の
生
活
習
慣
病
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
頃
か
ら
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

東
京
農
業
大
学
　

国
際
食
料
情
報
学
部

　

国
際
農
業
開
発
学
科

教
授入江

憲
治

い
り
え
・
け
ん
じ

専
門
分
野
は
、
熱
帯
地
域
に
お
け
る
作
物
生
産
や

植
物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
研
究
。
青
年
海
外
協
力

隊
（
ネ
パ
ー
ル
）
や
国
際
協
力
機
構
専
門
家
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
と
し
て
、
国
際
協
力
の
業
務
に
携
わ
っ

た
後
、大
学
教
員
と
な
る
。２
０
１
３
年
か
ら
現
職
。

解説者

Ｐ．
　

54
〜
55
で
、
目
標
２
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
農
業
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

農
業
生
産
能
力
向
上
の
た
め
の

国
際
貢
献
が
必
要

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
８
の
達
成
に
向

け
た
［
同
志
社
大
学
］
の
学
び
を
紹

介
し
ま
す
。

＊５　 IMF（国際通貨基金）世界経済見通し（2020 年 10 月）。　＊６　新型コロナウイルスと雇用・暮らしに関する NHK・JILPT 共同調査より。　＊７ 　厚生労働省「自殺対策白書」
（平成 30 年版） 。先進７か国は、フランス・ドイツ・カナダ・米国・英国・イタリア・日本。
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